
【Ⅰ．政策の概要】 【Ⅱ．構成施策の目標指標の達成状況】

【Ⅲ．政策を構成する施策の評価結果】
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【Ⅴ．政策を取り巻く社会経済情勢・今後の動向】 【Ⅳ．評価が著しく不十分となった指標】
達成率

－
　コロナ禍での地方回帰の流れを追い風とし、IT・福祉・医療分野におけるスキル習得から移住・就職までのワン
ストップ支援などにより、R5年度の移住支援策による移住者数は過去最高2,101人となった。
　引き続き、県外からの移住を促進するため、移住希望者の仕事や住まいの確保に対する支援が必要である。
移住者向けのスキル習得の幅を広げるほか、住宅を新築する際の農地転用手続等の相談窓口を設置するな
ど、移住者に寄り添ったきめ細やかな支援に取り組む。
　さらに、移住のきっかけとなる関係人口の創出や、機運の高まる「二地域居住」に対応することも必要である。
　一方で、企業の働き方が変わりテレワークも進む中、都市圏の企業に在籍しながら地方に住むライフスタイル、
いわゆる「転職なき移住」も浸透してきている。企業との接点を創出し、ビジネス展開に繋がる連携を働きかけな
がら、多彩なスキルや知見を有する企業人材を大分に呼び込んでいくことも重要である。

指標名

該当なし

　ＵＩＪターンを促進するため、地域の居住環境や魅力の情報発信を強化するとともに、移住の受け皿となる仕事
づくりや移住後の定着に向けた移住者へのフォローアップ、大学生等若者の県内定着やＵターンの促進に取り組
む。

施策名 指標評価 総合評価

移住・定住のための環境整備とＵＩＪターンの促進 達成不十分 B

政策評価調書（５年度実績）

政策名 移住・定住の促進 政策コード Ⅰ－９ 関係部局名 企画振興部、商工観光労働部、農林水産部

達成不十分

100.0%


